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授業の概要・到達目標

授業の目的：医療情報システムに必要な要件，実装技術，セキュリティ等について理解することを目的とする。
授業の到達目標：医療情報システムに必要な要件，実装技術，セキュリティ等を習得し，実践することを目標とする。
授業の概要：
第１回：【医療情報システム学総論】（9/3予定）
　医療情報をめぐるシステムについて、近年の動向を交えて解説する。
第２回：【医療情報システム・電子カルテシステムの概要】（9/10予定）
　医療情報システム･電子カルテシステムが備えるべき要件について，社会的背景と技術的背景の両面から解説する。
第３回：【医療情報をめぐる諸課題】（9/17予定）
　医療のデジタル化が国策として推進され、マイナンバーカードの利用場面としての保険証利用やオンライン資格確認が開始され
た社会動向を踏まえ、機微性の高い医療情報と個人情報を取り扱ううえでの留意点について、実診療の状況を踏まえ，関連する
法制度との関係なども含めて解説する。
第４回：【医療情報をめぐる研究１】（9/24予定）
　医療情報システムやその情報の利活用に関する研究について動向を解説する。
第５回：【医療情報をめぐる研究２】（10/1予定）
　履修生が関心をもつ医療情報に関する研究について、文献調査とその発表を通じてディスカッションを行なう。
第６回：【医療情報ネットワークとセキュリティ】（10/8予定）
　医療情報という，極めて守秘性が高くかつ公益性の高い情報を，ネットワークを通じて交換するにあたって必要なセキュティ要件
について解説し，その実装について学ぶ。
第７回：【医療情報とディジタル画像処理(1)】（10/15予定）
　現在の医用画像はコンピュータによるディジタル画像によるものが一般的になった。その基礎となるディジタル画像とコンピュータ
による画像処理について、基本的な概念から画像圧縮・ディジタル画像処理アルゴリズムなどについて講義する。
第８回：【医療情報とディジタル画像処理(2)】（10/22予定）
　第7回の講義で学習した各種のディジタル画像処理について、いくつかのサンプル画像を用いて実際に処理する実習をおこなう。
第９回：【レポート作成と総合討議】（10/29予定）
　本科目で学習した内容の中からあらかじめ課題を決め，レポートを作成するとともに，授業のまとめとして総合的なディスカッショ
ンをする。
第１０回：WebClassによる総復習およびレポート提出

担当教員
講座名

〔実施場所〕(講　　  義　 　 内　 　 容）

医療情報学
〔基礎棟1Fｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室〕

医療情報学
〔附属病院B1F・医療

情報部ｶﾝﾌｧﾚﾝｽﾙｰﾑ〕

クラスター 　社会医学系クラスター

授業科目名 　医療情報システム学・実習

担当者名 分担者 　片平　昌幸

単位数 　１単位（選択） 配当年次

開講曜日・時間

　2024年９月～2024年10月（日程の詳細は応相談） 

　１，２年次

授業形態

開講期間

　毎週火曜日　18:00～21:00（日程の詳細は応相談）

　授業計画の〔実施場所〕を参照実施場所　講義,実習:1-9 WebClass:10

その他特記事項

履修に関する情報：開講日程は予定であり，日程の調整は可能であるので，受講学生は開講予定時期の前に必ず連絡してくださ
い。
教科書・参考文献：必要に応じて資料を配付する。または，文献を指定する。
自学自習時間における学習内容：到達目標や授業内容に応じた準備学習を行うことが望ましい。

授業形態および成績の評価方法･基準

　講義室での講義・実習30時間＋自学自習15時間，計45時間で１単位とし，評価は学習態度、レポート、
出席により総合的に評価する。

問い合わせ先(氏名，メールアドレス等）

　大坪　徹也，otsubo@med.akita-u.ac.jp
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